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　はじめに

ネコザメ科魚類 Heterodontidaeはインド・汎太

平洋の暖海に 1属 9種，日本国内においてはネコ

ザメ Heterodontus japonicus Maclay and Macleay, 1884

とシマネコザメ Heterodontus zebra (Gray, 1831)の

2種が知られている（波戸岡ほか，2013；中坊，

2018）．本科魚類の生殖方法は卵生であり，特徴

的な螺旋状の突起のついた卵殻を岩の割れ目など

に産む繁殖生態が知られている（仲谷，1997，

2011）．ネコザメは北西太平洋に分布し（Dyldin, 

2015），浅海の岩礁や藻場に生息しており全長 1.2 

mに達する（仲谷，1997；波戸岡ほか，2013）．

また，本種は臼歯でサザエや甲殻類の殻を割って

摂餌する生態を持つためサザエワリと呼ばれるこ

ともある（仲谷，1997）．

2019年 3月 27日にトカラ列島平島で 1個体の

ネコザメが釣獲された．本種の琉球列島における

分布の記録は写真や目視・伝聞によるもののみで

あり（中村，1970；藤山，2004；Nakae et al., 2018），

標本に基づく記録は報告されていない．したがっ

て，上述の個体はネコザメが琉球列島に生息する

ことを証明する証拠標本となるためここに報告す

る．

　材料と方法

標本の計測方法は岸本ほか（2006）にしたがっ

た．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位で計測し，

全長（Total length）は TLと表記した．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告で用いられた標本はトカラ列島平

島産の 1標本［KAUM–I. 129109，雌，全長 866.0 

mm，鹿児島県鹿児島郡十島村平島南之浜港

（29°40ʹ42ʹʹN, 129°31ʹ53ʹʹE），2019 年 3 月 27 日，

釣り，水深 10 m，山下薫大・中村潤平採集；Fig. 

1］で，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，生鮮時の写真（Fig. 1）は同館

のデータベースに登録されている．

　結果と考察

トカラ列島平島産の標本は，鰓孔が 5対，背

鰭が 2基で棘を有すること，臀鰭があること，両

顎の奥歯が臼歯状に巨大化すること，体に 8条の

不明瞭な暗色横帯があること，第 1背鰭起部が胸

鰭基底後端上に位置すること，鼻孔付近が豚鼻状

であること，眼が頭部の上方に位置し，眼の背側

に強い隆起線があることなどの特徴が仲谷（1997，

2011）や波戸岡ほか（2013）が報告したネコザメ

H. japonicusの標徴とよく一致したため，本種と

同定された．

本標本の体各部の全長に対する割合（%）は以

下の通りである．尾鰭前長 75.6；頭長 24.4；躯幹

部長 26.1；尾部長 29.0；総排泄孔前長 46.1；体高

15.4；尾柄高 3.0；吻長 13.1；口前吻長 2.4；呼吸

孔前長 15.5；眼窩径 2.0；第 1鰓裂長 6.8；両眼間

隔 8.6；鼻孔間隔 6.1；口幅 10.3；第 1背鰭長

10.0；第 1背鰭棘長 1.6；第 1背鰭高 10.4；第 2

背鰭長 8.3；第 2背鰭棘長 1.4；第 2背鰭高 8.2；
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胸鰭長 22.6；腹鰭長 12.7；臀鰭長 12.0；臀鰭高 9.6；

尾鰭上葉長 24.2；尾鰭下葉長 14.1．

ネコザメは北西太平洋に分布し，日本国内で

は北海道から薩摩半島南西岸にかけての日本海・

Fig. 1. Fresh specimen of Heterodontus japonicus (KAUM–I. 129109, female, 866.0 mm TL) from Taira-jima island, Tokara Islands, 
Kagoshima, Japan. A: lateral view, B: dorsal view, C: ventral view.
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東シナ海沿岸，瀬戸内海，岩手県から大隅半島東

岸にかけての太平洋沿岸，甑島列島下甑島，東シ

ナ海大陸棚域，伊豆諸島，小笠原諸島，トカラ列

島，および奄美大島からの記録が知られていた（中

村，1970；仲谷，1997；藤山，2004；財団法人鹿

児島市水族館公社，2008；波戸岡ほか，2013; 

Dyldin, 2015；小枝，2018；公益財団法人鹿児島

市水族館公社，2018; Nakae et al., 2018）．しかし，

琉球列島におけるネコザメの記録は，トカラ列島

の魚類を目視・伝聞に基づき報告した中村（1970）

と奄美大島の釣魚を写真により報告した藤山

（2004）に限られ，標本に基づく確かな記録は知

られていない．したがって，トカラ列島平島産の

標本は，ネコザメの琉球列島からの標本に基づく

初めての記録である．
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